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問題 4OABにおいて，
¡!
OA = ¡!a，

¡!
OB =

¡!
b ，OA = 5，OB = 6，ÎAOB = ¼

3
とする。以下の問に答えよ。

(1) p，qを実数とするとき，以下の条件で表される，¡!x が存在する領域の面積を求めよ。

¡!x = p¡!a + q
¡!
b

ただし，0 · p+ q · 1かつ 0 · p · 1かつ 0 · q · 1

(2) t，uを実数とするとき，以下の条件で表される，¡!y が存在する領域の面積を求めよ。

¡!y = t¡!a + u
¡!
b

ただし，1 · t+ u · 2かつ 1 · t · 2かつ 1 · u · 2

(3) 点 Cと点 Dを
¡!
OC = 2¡!a，

¡!
OD = 2

¡!
b となるようにとる。BCと ADの交点を Eとするとき，

¡!
OEを ¡!a と

¡!
b を使って表せ。
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